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山口大学時間学研究所

(Research Institute for Time Studies:RITS) 

富岡憲治

山口大学理学剖l自然情報科学科・時間学研究所

2000年4月l日，山口大学時間学研

究所が設立され，正式に活動を始めるこ

ととなった.文系・理系を含めて 「時間

とは何か」を研究する，世界的にもユニ

ークなこの研究所は，広中学長の提案に

よる 3つの原則の基に活動している.す

なわち，1)学部を横断した， 2)他の

大学にはないユニークな，そして 3)市

民に知的な楽しみを提供できる活動をす

る， という理念を持つ.簡単に時間学研

究所の設立の経緯を振り返ってみよう .

まず，千葉喜彦山口大学名誉事対受以来，

本学には過去 30年に及ぶ生物と時間に

関する研究の歴史がある.も っと，遡れ

ば，室町時代に宣教師フランシスコ ・ザ

ピエルが始めて我が国にキリス ト教を伝

えたとき，献上品として初めて日本に機

械時計が渡来したが，その時計の南え上先

は他ならぬ山口の守護大名で、あった大内

氏だったのである.従って， この山口大

学に時間学研究所丹支立されたというこ

とは何とも言いがたい不思議な巡り合わ

せかも知れない.

さて，ことの始まりは 1997年夏に，

広中学長から各学部に大学改革のための

方策を提案するよう指示があり，それに

呼応して井上慎一事対受より時間生物学研

究所構想、が漉案されたことにある.この

案に対ーして ，先の学長提案が示され，

「時間生物学」ではなく，より広い「時
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間学J研究所の構想が立てられることに

なった.幸い， 学長裁量経費により ，時

間に関する研究プロジェク トが2年に渡

り継続して採択され，学内での時間に関

する研究への関心 も次第に高ま ってき

た.さらに， 1998年秋には林原フ ォー

ラムで時間をテーマとして取り上げるこ

とが決定 し 井上樹受を中心に山口大学

内に組織委員会を設置し，文系 ・理系一

致してフォ ーラムの実施に向けて準備を

行った. 1999年 10月に「時間と時」

と題 して林原フォ ーラムを岡山市にて 3

日間開催し，内一日は一般に公開し，多

くの参加者を得た.岡山でのフォーラム

に引き続き，翌日山口大学で公開講演会

「時間と時」を開催 した.会場の大学会

館大ホールは補助椅子を出すほどの超満

員の大盛況となり ，I時間」への市民の

関心の高さを実感した.このフ ォーラム

と講演会の内容は，I時間と時一豊かな時

間を過ごすためにJ(学会出版センター)

に纏められ近く出版される予定である.

このような時間学への学内外の関心の

高まりを受けて，時間学研究所設置の機

運が高まり ，学内施設と して設置される

ことが2000年3月の評議会で決定され

ることとな った.

設立に当たって掲げられた目的は以下

の通りである.すなわち， I時間学とい

う観点から多くの学問分野を統合 し、新



たな価値観を創造し，社会と人間の暮

らしのあるべき姿を提言する。さらにそ

こに至る実行可能なプロセスを明示 し、

よって大学の成果を社会に還元する。従

来の区分にとらわれず、異分野の研究者

が協力することで、新 しいパラダイムの

創出を目指す。J
組織の構成は，所長 ・井上院ー (理学

部)，運営委員長・ 富岡憲治(理学部)

の他に， 学外から顧問として，脇本平也

(東京大学名誉教授)，金子務 (帝京平成

大学教授)，山本和之(梅光女学院大学

孝対受)，片倉もとこ(中央大学事対受)，山

田洋子(京都大学教授)の各氏に参画い

ただいている.

研究プロジ、エク トは今年度は 5部門が

スター トしている.以下にその概要を述

べる.

1.テーマ:脳と時間

(リーダー:井上慣ー)

人間の文化は突き詰めれば脳の活動に

由来する。そこで，時間の概念も時の認

識も脳における情報処理メカニズムによ

って， 形成されている と考えることが出

来る。複雑な高次脳機能は大脳皮質カ可子

っているが、その中でも時間の認識に特

に関わり 合っているのは大脳皮質前頭前

野Orbitofrontalcortexと辺縁系に属す

る海馬である.そこではここの事象の記

'憶に時刻というマークをイ寸けているらし

い.だから，この部分を損傷すると ，現

在と過去が区別できなくなる.一方，本

能行動である一 日の時刻をはかる機構は

脳の視床下部視交叉上核の機能であるこ

とが明らかにされている。そこでは遺伝

子が次々と発現 し， 一日で一回りするサ

イクルを作っている.これらの研究に示

されているような，脳が時刻を計ってい
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るプロセスは我々の時間認識の根本に存

在している.そこから時間や人生につい

てのヒン トを探し求めたい.

2.テーマ:時間学基礎論

(リーダー:入不二基義(教)) 

時間学基礎論プロジ‘ェク トでは、 「時

間とは何か、何でありうるか」を共通の

問題意識として持ちつつ、哲学・倫理

学 ・文学 ・宗教学 ・思想、史・科学論 ・物

理学などの諸分野の研究者が「異種交流J
することを通して、「時間j をめぐる言

葉や概念や理論を 「鍛え・組み換え ・創

造するjことを目指している。「基礎論」

とは、通常は前提にされてしまうような

「常識Jや 「土台」そのものを、掘り返

し・ 吟味 し直す作業である。時間は流れ

るものなのか、時間は「線」で表象でき

るのか、過去や未来は「実在Jするのか、

「今」 とはどのような時なのか、時間

と<私>の関係とは ?、 時間そのものが

誕生したり・止ま ったり ・死滅したりし

うるのか、時間の方向性は不可逆なのか、

時間は 「ただ一つ」なのか、時間は無限

なのか有限なのか、時間は主観的なもの

なのか客観的なものなのか、現実の時間

とフ ィクションの時間はどういう関係に

あ るのか、欲望はどのような時間性を

産み出 しているのか、生命の時間性・死

の時間性とはいかなるものか、 「語るこ

と」の持つ時間性とは?・ ・・ 等々。時

間を既定のパラメータとして利用して

円可かJをするのではなく 、時間自体が

苧んでいる驚きと謎に向かい合い、それ

を味わい考え抜くことこそが、「基礎論」

の名にふさわしい。私たちは、そのよう

な 「時間学」のための 「場」を創出 し、

はぐくみ、継承することを課題としたい。
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3 .テーマ:老齢化社会と時間

(リーダ辻正二(人文)) 

現在は、経済の市場原理が飛躍的に発

展し、全てが高速に進行する社会になっ

た。この中で人間のライフサイクルもま

すます早まってきている。この研究班で

は、社会的時間と人間の加齢のなかで生

じる時間平均芋を実証的に研究し、人間の

時間適応のモデルを探ることを目指す。

この主たる研究領域は、エイジングと時

問、社会的時間の研究、時間の保険学、

時間の経済学などになる。

4.テーマ:環境と時間

(リーダ富岡憲治(理)) 

生物は環境との関わりの中で生きてい

る.勝克は時空間的に常に変化している .

この研究プロジェクトでは特に環境の時

間的変化に生物がどのように調和してい

るのか，その背後にあるメカニズムとそ

の生物学的意義を明らかにし，生物学的

に見て豊かな時間とはどのようなものか

を示したい.ひいてはわれわれ人間のあ

るべき姿を模索したいと考えている .

地球上に生活する生物は夜昼の変化に

伴う，光 ・温度・湿度などの日周変化に

適応して，あるものは夜行性の他のもの

は昼行性の活動といった具合に，生活様

式を確立している.このことは，個々の

生物の問題であると同時に，多くの生物

で構成される生態系(コミュニティ)で

の個体問・生物種間の問題でもある.こ

のような昼夜の生活パターンを確立する

ことは，ミツバチと花の関係に見られる

ような時空間的な共生ゃある種の生物問

に見られる時間的棲み分けなどの重要な

意味を持つ.このような時間的調和には

生物自身が持つ体内時計が主要な役割を

果たしている.本プロジェクトの課題の
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一つは，どのようにしてこの環境への時

間的調和が可ー能となっているのかを，特

に体内時計の機能を中心として明らかに

することにある .

さらに，生物は季節的に変化する環境

へも見事に調和している.温帯に棲む見

虫は，温度も高く餌も豊富な春から秋に

かけて繁殖し，厳しい冬は卵や踊で休眠

するよう に，自らの生活史を制御して

いる.例えば，エンマコオロギは晩春に

卵から卵手化してゆっくり と生長し， 夏の

中頃に成虫となる.成虫は晩秋には産卵

を終えて死に，生まれた卵は地中で越冬

し， 来春瞬化して新しい世代の営みを開

始する.幼虫の成長は日長によ って決め

られ，日長が長いとゆっくりと，短いと

加速され早く成虫になる.これは，季節

への適応として昆虫が獲得した性質で光

周性と呼ばれている.このよう な季節

への調和の機構を明らかにするのもこの

プロジ、エク トの課題の一つである.

5.全体テーマ:テーマ:豊かな時間の

あふれる社会の建設

(参加者全員)

各プロジェクトがアプローチする道は

違っていても，時間学研究所の活動が最

終的に 目指しているテーマは人間と人

間の作り出した社会，文化の理解である.

上記6つのテーマの成果を総合し、 20

世紀を支配したものによる豊かさ とは違

う新しい価値観を，豊かな時間を共有す

るという視点から提示して 21世紀に目

指すべき社会と生活の未来像を提言す

る。

「活動J各部門の研究の進め方を基本

的に拘束しない。実験研究は高度に専門

的な実験を行い、文献研究や、フ ィール



ドでの調査を行ってもよい。ただ し参加

した個人は毎月 I回所員全員で研究会を

行い、全体で途中経過を議論し、成果を

共有し，全体テーマに貢献する義務を負

い，定期的に報告書を作成する。成果と

は学術論文、著書、報告など幅広くとら

えるが、外部の識者で構成される委員会

で評価される。この活動の総ては国内外

のすべての時間に関心のある人に聞かれ

ていて，随時一般に公開する講演会を開

催する。部門構成を固定的なものとせず、

研究の進展に伴って、改廃、新設が自由

に行われる柔軟な組j能とする。

今年度の講演活動実績としては， 5月

31日に開所記念の講演会を行い，上記

4つのプロジ、エクトリーダーが目指すと

ころを纏めた講演を行った.

12月 10日には山口県立図書館レクチ

ヤールームで，公開講演会 「時間は生命

の乗り物」を行い，多くの市民の聴講を

得た.演者とタイトルは次の通り .r生
命と時間・井上慎一(時間学研究所)/

病気と生物時計・高橋清久(国立精神・

神経センター長)/眠りの謎 ・早石修

(大阪バイオサイエンス研究所名誉所

長)/生と死を貫く時間の流れについ

て・森岡正博(大阪府立大学).講演ご

との質問とともに， r今日来て本当に良

かった」とのある女性の参加者からの感

想が特に心に残っている.研究会，セミ

ナーとしては，堂野佐俊(山口大附属養

護学校長)r心理学における時間J/杉

尾玄有(山口大学名誉教授)r道元「有

時」とユーモアJ/松尾善弘「論語にお

ける時間概念J/Dr.E.Pyza(Jagiellonian 

University， Poland) r Cellular circadian 

rhythms in the fly' s visual sys-

temJ /環境と 脳に関する討論会/新井
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郁男(上越教育大学)r教育と時間J/ 
清水博(金沢工業大学場の研究所所長，

東大名誉事対受) ・久米是志(本田技研元

社長) r創造と 時間J/村ー上陽一郎(国

際基督教大学)r科学哲学の時間論Jな

どを行った.また，ほほ隔月でニュース

レターを発行している.ニュースレター

やセミナー，講演会等の案内はホームペ

ージでも行っている.是非ご覧下さい.

U RL:h ttp/ /www.r its. yamaguchト

u.ac.J旦

まだ，研究所の建物はないが，現在理

学部東側に建設中の総合研究棟内にスペ

ースが確保される計画であり ，本年 10

月頃に入居の予定である.その頃には，

名実ともに本格的な日常活動が始められ

ると期待しつつ，静かに流れる“時"を

見守っている.
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